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自閉症児の医療機関受診にまつわる

　　親が感じた困難とその対処法
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〔論文要旨〕

　自閉症児の医療機関受診にまつわる親が感じた困難とその対処法を明らかにし，今後の看護支援を検討すること

を目的に，自閉症児の母親13名に非構造化面接をしテーマ分析を行った。

　自閉症児の医療機関受診に際して親は，［診察してもらえない］，［医療機関に入ることができない］，［周囲から

自閉症児の特性に対する理解が得られない］という困難を抱え，【行ける医療機関を探し】，【医療機関に行くこと

に慣れる】努力をし，事前に【診察を受けさせるための訓練】を行っていた。まず看護師は，親が受診以前にもさ

まざまな困難を抱えて工夫していることを理解し尊重する必要がある。

　受診することができたとしても，自閉症児は［相手の言葉や気持ちや考えを理解することや，自分の気持ちや考

えを伝える等の意思疎通が難しい］，［過敏である］，［じっとしていることができない］，［パニックを起こす］など，

診察を受けることにも困難が付きまとう。その困難を克服するために親は【医療機関に行くための準備】をし【医

療機関に行けるかどうか直前に判断】をしたうえで，【自閉症であることを伝え，医療機関に協力を求め】，【待て

ない待ち時間の工夫】，【コミュニケーションの仲介】，【診察にあたりじっとしているための工夫】など，さまざま

な工夫，苦労，経験を積み重ねていた。

　自閉症児が医療機関を受診する際の看護としては，それぞれの親子が医療機関を受診し診察を受けるまでに，い

かにその場をしのぐのか，いかに意思疎通を図るのか，いかに常態化をつくりだすのかが支援の鍵を握ると言える。

その子の抱える個別的な困難を親と共有し，個別的な対処策を編み出す態度が重要である。
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1．はじめに

　自閉症は胎生期ないし幼児早期に脳の障害が生じた

ものであると言われている。そのため，社会的精神的

活動にかかわる神経回路の機能に不具合が生じてい

て，一般の子どもと同じスタイルの社会的スキルを獲

得できないとも言われている1）。またその特徴故に，

医療機関の受診時には，動いて診察が困難待合室で

静かに待てない，医療者の理解不足などの困難があ

り，自閉症児の親は医療者に対し，子どもや家族に対

する適切かつ共感的態度を求めている2）。また，文献

レビューを行った山本らは，自閉症児のより良い看護i

では，家族の生活や特徴を理解したうえでのかかわり

が重視されると指摘している3）。そこで本研究は，自

閉症児の医療機関受診にまつわる困難とその対処法を

親の視点から明らかにすることで，自閉症児とその家
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族に対するより良い看護支援を検討することを目的に

実施した。

皿．研究方法

1　研究期間

平成23年4月1日～平成23年12月14日であった。

2．研究対象

　A県内にある自閉症児のための学習塾に通う，自

閉症と診断された児をもつ母親とした。対象者は13名，

対象者の児の平均年齢は9．5（SD4．3）歳，面接時間は

平均32（18～60）分であった。

3．データ収集・分析方法

　属性に関しては調査用紙を用いた。医療機関受診に

まつわる親が感じた困難とその対処法については，「医

療機関を受診する際に困ったことは何ですか。それに

対してどうされていますか」と尋ね，対象者に自由に

語ってもらう非構造化面接を用いた。1回の面接時間

は30分～1時間程度とし，面接場所は喫茶店など対象

者が希望する場所で行った。面接内容は対象者の承諾

を得てテープレコーダーで録音した。後日，当該研究

者が面接内容を逐語録に起こし，計117，827文字のデー

タとした。これを基に受診前，受診時，受診中といっ

た時間軸に沿って意味のある語りを取り出した。親に

とっての意味のつながりを保持するため，Riessman

のテーマ分析を参考にした。データを共同研究者間で

繰り返し読み込み，類似性のある語りをまとめ，それ

を特徴づけるテーマを特定した。語りは意味内容を損

なわないよう，文章に変換して記述した。意味内容と

記述の対応に関しては，共同研究者間で検討を加え妥

当性の確保に努めた。

皿，倫理的配慮

1．研究対象者からインフォームドコンセントを得るた

　めの手続き

　研究対象者には，口頭および書面にて研究の目的や

方法を説明し，調査への協力は自由意思であり個人情

報を厳守すること，協力を拒否しても家族を含む対象

者に不都合が生じることはないこと，調査途中のどの

段階でも同意を撤回できること，得られた研究結果は

本研究以外で使用しないこと，公表することがあるこ

とを十分に説明した。そのうえで研究への参加を依頼
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し，参加同意書への署名を得た。

2．個人情報保護の方法

　個人が特定されないように，イニシャルではなくA，

Bなどのアルファベットを使用して匿名化した。ネッ

トワークにつながっていないパソコンを使用し，デー

タは外部媒体に記憶させて取り扱った。なお，データ

は本研究のみで使用し，調査用紙，録音テープは東京

医科歯科大学の内部規定に従い5年間鍵をかけて保存

した後全てシュレッダーで破棄することを確約した。

N．結 果

　自閉症児の医療機関受診にまつわる親の感じた困難

では7項目，その困難への対処法では9項目のテーマ

が抽出された。以下の記述において，［］は困難，【1

はその困難への対処法のテーマを，事例の語りの要約

は斜体文字で提示した。

1．医療機関受診にまつわる親が感じた困難

［診察してもらえない］

　心添灘を受診乙た禦ノこンし綴ぎを乙，雨漏1からrごん

凌子ぱ診ノz凌い。房ノ乙。医孝κ遵ノ乙で冴ξる碓〆こ〆ま診ノ乙る

よう〆ご乙で笑い。ノとtrh虎／＝（1？。耳義血灘κあノをク，

麗遡裂ノが獲レ・ため子ど6が医訪を蹴って’乙まい／一なん

τ子ど6，だbVと潔らノzノを（」り。」費：鰯力γごよク嵐｛静夢で

運ぱ耽∠2醗　β能であるこ、とを房2ノを∠2め，ぞノ乙疲κ

禦～盒だ6，か，かカらず受グ：スノz芳の露撲襯が寛つノからず

還：方の病1院〆ご運ば彬ノを。勿）か、があっノを場合〆ごな㌧命〆乙か

ノか，わク勿，から／6eU」こと，があるのでぱ凌い，かと，蟹レ・辛ぐ凌

る（1？。

　自閉症児は一見ふつうに見えるため，自閉症の障害

を，医師や看護師を含む周囲の人々に見た目で理解し

てもらうことが難しい。また，診察までの間や診察中

にパニックを起こすと，大騒ぎや大暴れをすることが

あり，周りにいる人に危害を与えたり，迷惑をかける

ことがある。診察中の本人と医療者の安全を確保する

には，人手が必要となる。そのため，自閉症であると

いうことで受け入れてもらえる医療機関が限られ，な

かなか診察してもらえないことがある。

　また，診察してもらえる医療機関が見つかっても受

診にまつわる困難がある。

［医療機関に入ることができない］

　ごつちの病綜な淀い仇どごつちの病：虜ぱ，だめというよ
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ラ〆こ夢七二〆こ髪レ・こだわグxis’あるため．医：麟灘κンくる

碓、徳でノfニソク撚層灘ご凌っでクし鐙ぎ〆こなつで乙まう。，医

療礎衡／こスるごと，ができず：受診〆こ至る以虜〆ご医信望灘

へ蓮ノzでがぐだγノでがだぐんなつで乙まう（B？。ま’ず医

慶礎縛〆ご寿ぐというとごろまで〆こバーみ“ル，〃ゴあるが医

心礎衡〆ご瀦慶6，初らない鹸獲灘κスクτい、き．幼

ら凌い受付や幼ら凌い看謙1がいる所を遍ク，幼ら凌い

謬論／こン（ク，勿らない医廟1がレ・で鹸獲灘／ご方ぐ度

〆こ診察台，が達ラ。受診その6のノこβ山鼠6がぎ≠とナ

る。ぐつ6の変泌や新乙い環境が存在する（c？。き一ん

と詩を巌，る彦匂レ），雰蜥，が筋いようで二二医髭κス

ることができない（Lノ。言忌室や三二ぎが茸っ艀三二

麟κぽ雰1厳が滞いようでジ（ること，ができない（1？。

　医療機関に入ることができない理由は，各々の子ど

もによりそれぞれ異なっており，雰囲気への恐怖心や

強いこだわりがあり，新しい環境や変化に弱い等，さ

まざまであった。

［相手の言葉や気持ちや考えを理解することや，自分の気

持ちや考えを伝える等の意思疎通が難しい］

　話ナごと，ができ凌いだめノご運ラ．二言の注射をかたノZて一

丸まつ／＝（A？。五あノやfラノ争，二二のカ，から凌レ｝フし吉

を出ナ（H？。本ノしが這いノや傑だ二／争のβ分の」三三

ちをうまぐ病．之ることができなレユ（N？。本ノしが症次を訴

えるご乙ができないため潔，が）クバー乙な〃虎ばならなP

紛が多い，が子ど6の症次やレユつ，かち調子．が悪いの，か

争翻が≧会τ招握することば難乙ぐ，山高κ写力ら虎τ

6カかち凌レ】ごとがある（D？。

　医面面の」皆示が遍クづらぐ，診察㌍どうするようκ言

診虎τレ】るの玖殉rをすカぱ遵いの，かまいラことが灘

できずノ仁ソク〆ご／Xるごとがあるにツ。理解を～レτいる

ごと6あるの娩フし鐙ぎをすると解き孜ノをノzで診葵さ虎

ないとρラことを孝うかつでいる。とうでω，憂乙ぐ筋乙

τぐノzる屠砺〆ごか乙，か2っτ言うごまを甥）か養いごと

がある（D？。

　共通してコミュニケーション障害があると括ること

はできても，理解の程度や意思疎通の方法は子どもに

よって異なっていた。自閉症児は自分の気持ちや考え

を伝えられないので，自分の病状や苦痛が伝えられな

い。ましてやそれを親が尋ねられても，親も答えられ

ない。さらに，相手の言っていることも理解できない

ので，パニックになったり，診察に必要な意思疎通が

図れないという困難があった。

小児保健研究

［過敏である］

　搬ちノzるこ’とを筋がク疏がる（B？。∠フ三三6総なの三

々を襯げ’ること6孝営〆ご考≠1てiまず診察が為〆こスるま

でノがンヒ変であるご刀。二二二三〆こ灘乙で賦砺）が瀞ま

，る齪であノzぱ珍〆ごば，か，汐・，わらないであろうと受診を諺

めでいる（F？。

［じっとしていることができない］

　1苧ち碍屍1が：長い、と，二番を存っτレ】る／脇ご啓ち音さ，が

／beぐなつノをク，こぞこぞev　gt　EEf　Lノをク（A？，や冶らと声’

を、あif・／＝ク　（D？，　メぎク∠回ったク，　所ノかまカずしとったク，

本を拡ゲ地クする伍ク。瀕㌍δつとしでレ・るごとがで

きブ三筋のゴム≠裂が窺〆ごまつτぱがぞうと乙ノをクナ

る例。身心がズ凸きぐなるκ琵レ〕メ「きぐ暴ノzるよ’ラκ養っ

ノをω。医二二で6疏がらノzるよう〆こなク，少乙で6身

彦を動かすと／診ら虎まい。房っでぐださレ】。ノと言力虎

で乙まった（Lノ。

　待合室や診察室でじっとしていることができない。

［パニックを起こす］

　鹸礎欝でぱテ；約を乙て’いτ6ノ碍勘以■浮つことが

あるノグ舞理〆ご寿…つごとを髪勧’さ虎ると三訂’〆ごノfニソク

を適1こす（A？。ノfニソクを彦こすと，フし綴ぎて覆つき6

変力っτ乙まい痴rを言カノzで6遍1｛じなぐ凌っで乙まうの

でぞこからグセソみするのぱ詐営γこ犬：変で、ある　（Aノ。

　騨労だ身彦，から瀕き五がるようなノ仁ソクを起こす

子ど66おク，齪ぱ動勿のようκなる。パニソクな家で

6Lffesて言6迄こ乙，，　0・つぐク返っノ亡画ク飛び遊乙，ノをクと死

ぬのでぱないかと赫。ることが鍍6あった（K？。

　さまざまな理由でパニックを起こすと，さらに意思

疎通が困難になる。

［周囲から自閉症児の特性に対する理解が得られない］

　受診κ厚暫を費や三三嚢を重’カる、と，徐〃κその環猪

へ緬を示乙底三二〆ご寿ぐご2や諜台〆ご座るごと，

∠7を房卯ノるごと，ができるよう〆ご凌ク瀕が可彪管次、酵〆こ

あるが　ごノ乙κ灘を二三三三をガ・ノノでぐ虎る三孝が

少／beV】（D？。β燗捌8の受診を受ゲン（ノzでぐノz，る願礎

灘を葬所〆ご探乙でデ7ぐが診τばぐノzτ6いい慶を乙な

い医縮が多い（Lノ。

　身髄菱1β身が次遊1を灘乙τいそうなの～こ6；か．か，わ

らず酋揮診察でぐるぐる巻き〆こ縛らノzたこと．があク，

ぞノ乙，から論計κ三河医：廃ぱ諾≠〆こなク，歯1揮医虜，が苦’≠

〆ごなったことを揆〆ご願饗灘塗搬が差≠〆こ凌っで乙まク

オω。

　医羅欝でぱ一毅の．蛋孝さんと一暫〆ごな，るのでパニソ
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クを庖ご乙ノをら迷惑）が〉か，かるのでぽない，かと勘糎盟の

嘉ぱ宛が資でない（K？。そのよう参次冴で子ど6，が鐙レ。

だクするごと〆ごよク，周堺〆ごじろ0ろとEらノz嬬凌，蛋い

をプーると，鹸凝『寡グ〆ごデデぐことをやtづkラ∠ゴ看～っノをクヲ」

る（Lノ。周クの差7ぱ差点画ご扮ノをぐ，β二二留ごかナる好

諄凌8ぱ辛い（B？。

　留男のノt々ぽ子ど6κ発語があると，子ど6ノこば言つ

τ畝かセL／zぱ漏する銘ケがあ，ると，蛋い忌んで乙まうよ

うである。ごの、をめ，β麗プ8のい，わゆる年齢不衡で

場κそぐカない言動〆こか乙ズなん，で言うごとを傲か凌い

んだ7／「なんでカノから凌のんだ！厭のカ，かるごまを言』

いなさいノといラ囎〆ご養っτ乙まう（D？。願小品の

存…珍室で房三三ゼ7を二二8の母嘉よクズこんなに這いで

のるのノζ　養んでお母さんぽ左雷乙なレ。のですノか。」／ま言

th7ez／r　（D？o

　自閉症児が診察を受けられるようになるには時間が

かかる。また，受診しても嫌な顔をされたり，周囲に

迷惑をかけ，周囲から好奇な目や冷たい目を向けられ

る。その行動がどうしてなのか，なぜなのかを周囲か

らは理解してもらえないという困難があった。そのた

め受診を躊躇することさえあった。さらに，自閉症児

がどの程度物事を理解しているか，またしていないの

か，医療者や親にさえもわからない。

2．自閉症児の受診にまつわる困難への対処法

【行ける医療機関探し】

　：会ぐ羅のない医砺κかかると・子ど6がンe変な窟いを

するので黒意でぱなP厚ぱ予め受ガ：スノzτぐノzる鹸

麓襯を謬べ々ユミで身馳8〆ご質ノzでレコると評翔の医

療礎灘や（B，7v？，／墜副8享房の鹸礎灘κ方ぐ（F，K？。

L　，Z5・　L　II7　7ミ評拶の丸い底『訪で6子ど6〆ごよつで否，わ凌

レ・二合があク，その漂ζぱ更7ご鹸二二をκ完，浄ラ医珈’

を探す（切。

　庁〆ノ611？ffff／Wをつぐるノをめ，家：瑛のかかクつtifZ1？を

決め家瑛湿てr遍Fい髭ゲノを。嫉頚のかき分い，ができ，

二言を乙でぐノzぞうま雰嫉κなクfti・ら．医廟κβ燗

症眉受グス虎〆ごついて「智談乙，受グ：ノ1虎で6ちラ。受グ

スノz竸をつぐるため，簸頚で覆み重ね症／吻ノでいつ

k￠ノ。

【医療機関に行くことに慣れる】

　仔〆ご歯搾二七賦山山が悪泌乙τ，から受診するペー

ズでぱ子ど6が蝶まずンし鐙ぎ乙，鹸孝6ネソAを，か

ぶ’ぜ’／＝ク乙凌ぐτぱレ・ゲ凌ぐまる。ぞごでノかノヲ11野で
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6欝影κ受診ナるよう歯丹医訪が計ちつでぐ虎τいる

（Aノ。

　〃ヲじ曜混房ぶ碍艀蕨〃ヲ0場所芋の翻盤～ごか乙で

安必する得盤，があク，券差を～翫かすと徽であるのでこ

ノzを話する（c？。

　、どの鹸麓山／こ6庁！ノ，るkラ〆ご4るkラ，あ芝τさま

さぽま医羅灘κガクて’レこる（E？。

　隔心灘受診磯褒初ぱ1苧含室のみκ庁き，診察∠7砂

というよク6鹸獲灘〆こ質虎る∠iめ／ご寿ぐごとノかち始め

た。存…全ぎ〆ごのみデテぐといラ予約をとク．がノ膨察の

房，がなぐτ6欝労〆ご存珍室〆ご庁き，少素話ったら房る

といラことを禦ク返乙ノを。ある齪の碍…局7ぱ寿でる撞1〆ご

編忌んだら，診継〆ごン（ク萄：子〆ご座‘るといラ次の浸階〆ご

疹二二ノをが埜ること〆こ鎌むだ〕ゲで艀6かかった￠ノ。

　自閉症児が医療機関を受診する前から，親は行ける

医療機関を探し，行くことに慣れさせるということを

行っていた。

【医療機関に行けるかどうかの直前の判断】

　批齢が誓い一一ご癬理～こ晶出乙で危礎凌鰯をとら虎る

とフe二二ごと〆ごあるた妙　そのような揚否κぱま〆こかぐ

亦κぽ出さず：鹸獲灘や山鼠な京んで危昌便の凌レ㌔とう

κ遡ごさゼ’る（kフ。

【医療機関に行くための準備】

　予拗碓留〆ごぽ子と“甑が一番鍵レこ批酵で願礎欝〆彰テこ

うと潔っτいる。卿えぱ塀波囎ぱ獲rでいる次群でガラ

∠iめ，その雄耀〆ごぴっノをク子と“甑が寝虎るよう〆こ疲rノ乙

さゼ；須を便妊例撒を勿えで寿ぐピ乙か三品ち碍揮が

ft　o）と激1い碍F勘が週ぎで彪，ができず／ご終力るごと，があ

るノω。病1院終わっ冶ら奨乙いごと乙よラカ．好きま謡

言い〆漸テこうカ，と約萸乙でノから医療礎灘〆こ方ぐ（Aノ。

子ど6が理鯉乙でいるノか乙でレコないか窟繹を6ち凌，が

ら6，病i綜κ庁っで震が緕いのを診で6らいまナ争、と，

とクあ盆ずの詑劣を乙，その凌医療機衡κ庁ぐという方

、嚢クを禦ク返プro，硬ク返附．の甑1籔｝ノごよ’っでようやぐ差勇乗ぎと

倒，が一疑山鼠託るようだ（B？。

【自閉症であることを伝え，医療機関に協力を求める】

　房だ勘駈、とぽいっτ6－Kひとク差ラ。その運いを

一気〆ご彦盆るごと’ができないので　まんと・凌ぐ鹸二言

Ctfffきづらいが（N？，初めでかかる医訪に賦わかつf

6ら盆，るよう，β能であるご、とを羨初κ認4ダする（A？。

　磁κ寿iクでレユる．蛋孝さん60）るのT，受診までなるべ

ぐ普遍｝の贋番で存つが　どう乙τ6だめな碓だγノぱ医夢

麓灘の方ノご旙を」昇めτレリをだγノ’，るようお綴ωを乙たク，
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郷や車で浮ち．贋番，がきたら繧諸で究1らぜで6らう。車

海子の方や鰍症蛋孝が獺ナる診葵室κ瀦乙でいる

玄；撰グ；づ｝∫現グ〆ごあク，　ぞ’こて言受診まて言存ノをぜて一6らうごと6

、ある（L？。

　多ぐの診察1今，がある鰭麓灘で賦デテぐ黄κ遷ラ診察

台だ’と景色が運うせい，かいつまで6デど甑が聲ノz女いの

で毎圃一如の謬か凌診察台〆ご高湿で6らっでu）る（c？。

【待てない待ち時間の工夫】

　子ど6，が好：きであろう勿6：4s，お6ちゃ，．倉べ勿孚；

淳が鴉らず願心心てr迷盛んなら！xuua？をそろ盆（D？，

どのぐらい碍娚がつぶぜる，かを営〆ご孝え，6のすごい妻

蒲で出拶げるω。Aイ〃ご舞！ご寿ぎ，浮ち碓碑をつ

ぶブ『のノ。

　嚢．字1が好き凌揚台・κ賦100浮っτようねと声を，かケ

留ク〆ご迷，薪がか，かちまいよう4・さな声で一二〆ご100を数え

て存つ（Aノ。あと10分ぐら帆　と存ち高温の山遊乙を擢

示乙τ認斧ナる0『ソ。ノfニソク，彦ご乙で6，じゃあお馳稟

子，という艇ぱぜ’ずと〆ごかぐ鎮まるまで存協，綴いで

6追いこ：とば志こら詠いと彦癖さゼ’，る（B？。家ノから勿を

芽っτ寿っで6艦劾苧ち碍…繹ぽ〃ヲじであク，勿〆ご青きで

乙まナ方が謡いため，逆≒κ雨冠寿必ずOz　rすら浮オぜ 6。

どう乙で6だのなとき〆こな彦嘉β身の気：三富換をぱ，か

るため一難羅渓1の外〆ごβる￠ノ。

【コミュニケーションの仲介】

　母嘉，が〕医訪と子ど6の鍔～ごλク．お∠7い一だぽ一，ぐ

ちゆぐ“ちゆぺだよ一，ま見か〆ノや年齢ぱ気’！ごぜプ：その

勿譜クベル〆ご珍つた言い方でカ，汐・クやナぐ二二の砦示を

／xkSる（Aノ。

　蕩覚砂κ理葬乙やナいため，、絵カーだぱ窺ク契’労であク

子ど6の誘〉ケが擢やすい。碧カーA“を気κン（ク，児な，が

ら歯iψ響グるよう〆ごなつンを　（F？。

【診察にあたりじっとしているための工夫】

　いつまで診察が寵ぐのか孝勧から凌レ｝こと，が筋いため，

終力る差7」安を2ず：示す。ぞ乙で勘顎症盟ぱ嚢字好きな子

が≧i多いごとを獺1乙，身分で薮を数．2さゼ亥を紛ちカす。

爵揮診察κおいで蔚を灘る厚碑を10移忌示さ虎で6碓

繹勾κぱ終力ら凌いご、と，があるかてそのよう凌揚否〆高

嘉：諺から7，2，3，4，5，6，7，8，9，70と嚢2さぜ’／

慶κ6ラ10ヒ〈指から数盆で6ちラω。

　砿長κ伊いカが髪ぐなつでいるの15，診察碓ぱ簸二

一で，父翻が翔さ盆，母嘉があだめ，医訪）が診るとい

ラ形をとる（B？。フヒス数で押さ盆つ〆ノでで6診察ぱ塑方

三軸ナる（E？。；グードのような6のをぱめちノ乙，羅ら虎

小児保健研究

で乙まうこと6ある（Aノ。

　彦嘉の癖の」貿こ雍っでいノzぱ安・∠・乙で耳や鼻を児ぜる

ことガゴでき’るのてE　察の＿左〆ご一子と“6を座ら・ぜ’で診て一6ら

ラ方差ξをとる（Lノ。診察の器翼を児で肪ぐなること，があ

るため，辮を月ぜ凌いよう〆こナる（E？。

　勝プをナる山山衡と二二遍1ラ医麟灘を分〆プτい’る。

どの鹸獲衡〆ご庁ぐと勿）が憲こるのかを子ど6，が1だンレだ

んと二二ナるよう〆ごなクごま，か乙；が刃か凌ぐなつ／zノをめ，

今∠7ぱ産射〆こがきますと三男三，翔2つゲで6らラオめ

のK≠のあるフeきな医旧記灘〆こ運ノZで寿ぐ。ぞ乙τ洋浸

痴1邪をひいた碓な；濾まず1苧たなぐで済む鹸務薦1κ庁

ぐω。

【診察を受けさせるための訓練】

　詩揮医踪で〃を！馴ノるごと，ができ，るように羅で々

を営〆ご謝ク，浸：衛んだ：次回であ一んと々を房男プさゼ；歯し

，Ili：や歯万：が力皆乙でレリをらカグ汐グする勿で∠＝7の中をい

じるという諜を覆んでい，るdクジ。

　歯稗：医院での疏な着：〆ご贋しらす／Vめ三三ブラシを家庭

で衡房Fするのノ。インフルエンザ麗蒼7ご備えるZ払う’砺藩

を鼻κスノzる擬習を乙でいる（E？。

　歯冠医綜で～二二を受ノナるこ乙ができ，るようd：ナるノをめ．

二二≦ぎで三つ瀬診察室〆こンしる蒲を贋‘み一重力た後

診察台κ埜る灘を寿っンを。母嘉の燦の」貿こ座った次群

で歯二二訪1が籔や承が遊る麓券をβ宙〆こ腰らぜ’でぐ

九　この炭階〆ご6，蝶ん，だら，二三の聚のまん棄つたま

ま伽グ／こなク，エプUンをつグ∠＝7を房げで∠コ：務〆1を

Eセrるごとを庁っノを。こノzで6拒否ナるならば少乙窟

ダ〃ご母虜が子ど6を」甥盆，欝歯の労痴ぎを」塗った。∠＝7を

燗げ’るごとκ三三を示すごと6あるが契を」塗るだγノだ

と艘6認4グすると，灘できるよう〆ご凌つたの漉　ちょ

んちょんと葵を」塗ること，ができ㌧るようん凌つた。ご虎を

療1ク返‘乙雛ナるごとで診察台ノこ回ったち々を傍グる

といラこと，がカかるよう〆ごなク，身ら∠7を房男ノるよう〆ご

／Kっノを。現左まだ歯を回ることばできないが一ノ（で診

察台κ座ク．三二1勾を児ぜたク葵を塗ることカゴできる。

まノを綬寵の～二二の磨κ6二二二三κ房寿さぜ；ヂど6を

黄〆こ座らゼ・でズ二二だまいラことをEさゼ’でO）るω。

　新しいことに対応することが苦手なので，親は医療

機関受診時の行動を想定して，日頃よりステップを踏

んで治療を受けさせるための訓練をしていた。

V．考 察

自閉症児の医療機関受診に際して親は，［診察して
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もらえない］，［医療機関に入ることができない］，［周

囲から自閉症児の特性に対する理解が得られない］と

いう困難を抱え，【行ける医療機関を探し】，【医療機

関に行くことに慣れる】努力をし，事前に【診察を受

けさせるための訓練】を行っていた。まず看護師は，

親が受診以前にもさまざまな困難を抱えて工夫してい

ることを理解し尊重する必要がある。

　受診することができたとしても，自閉症児は［相手

の言葉や気持ちや考えを理解することや，自分の気持

ちや考えを伝える等の意思疎通が難しい］，［過敏であ

る］，［じっとしていることができない］，［パニックを

起こす］など，診察を受けることにも困難が付きまと

う。その困難を克服するために親は【医療機関に行く

ための準備】をし【医療機関に行けるかどうか直前に

判断】をしたうえで，【自閉症であることを伝え，医

療機関に協力を求め】，【待てない待ち時間の工夫】，【コ

ミュニケーションの仲介】，【診察にあたりじっとして

いるための工夫】など，さまざまな工夫，苦労，経験

を積み重ねていた。

　自閉症児は，自分の気持ちや考えを伝えることも，

相手の言葉や気持ちや考えを理解することも困難であ

るため，物事をわかっているのかわかっていないのか，

親にさえもわからない。更に，経験したことのないこ

とにはまるつきり太刀打ちできず，状況に馴染むこと

にも時間がかかるということを多くの母親が述べてい

た。このような特性により，医療機関の受診に際して

子どもの適切な行動を編み出すことは難しく，自閉

症児が医療機関を受診するために適切な行動をとるに

は，年単位の経験と積み重ねが重要となる。何事でも

経験を積み重ねることにより，その経験がいずれ子ど

もにとっては常態化されるために，理解をしているの

ではないかと思えるような行動ができるようになると

考えられる。このような現実を理解したうえで，それ

ぞれの親子が医療機関を受診し診察を受けるまでに，

医療機関ではいかにその場をしのぐのか，いかに意思

疎通を図るのか，いかに常態化をつくりだすのかが支

援の鍵を握ると言える。したがって，それらに医療者

も協働的に携わる必要がある。中でも看護支援として

できることは，受診の練習，診察を受ける練習といっ

た普通の診察を受けるまでのプリパレーション，待合

室での時間の過ごし方の工夫などが考えられる。

　またひと括りに自閉症といっても，理解度好み，

得意なこと，こだわる部分等は子ども一人ひとりに
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よって異なっており，その違いに応じて，親は一人ひ

とりの個別性に合わせた対処法をさまざまに工夫して

いた。受診という非日常に備えて，親は日常の中で年

単位の苦労を重ね，自分の子どもに合う方法を探って

いる現状があった。したがって，まず，子どもとのか

かわりが最も深く一番の理解者である親は尊重される

必要がある。当然医療者が受診時の短い時間で，自閉

症児の個別性を捉えることは難しいため，看護師は子

どもの特性や効果的な対応を親に尋ね，それを受診時

に取り入れることが有効であると考えられる。それで

も，意思疎通ができないために，子どもの感じている

病状や苦痛等，親が尋ねられても困ることもある。よっ

て，その子の抱える個別的な困難を親と共有し，個別

的な対処策を共に編み出す態度が重要であると考え

る。
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